
中期経営目標 短期経営目標 中間 最終

10月 2月

＜全国学力・学習状況調査児童質問紙＞
課題の解決に向けて，自分で考え，自分か
ら取り組む児童の割合【市共通項目】【中
学校区共通項目】

85% 91.0% 85.1% A ― ― A

＜算数科における思考・判断・表現＞
・算数の廿日市市学力定着状況調査の「思
考力・判断力・表現力の観点の問題による
評価において，全国平均を上回る学年の割
合

100% ー - - 50.0% 50.0% D

＜ICTの活用＞
・タブレットを授業の中で，ほぼ毎日活用
している。（３学年以上）

70% 41.8% 44.1% D 63.2% 90.3% B

〈向社会スキル〉
「相手の気持ちになって考えたり行動でき
たりする」で肯定的な評価をした第3学年以
上の児童の割合（アセス「向社会スキル」
の項目）

90%以上 81.5% 96.0% A 95.3% 105.9% A

〈学びのアンケート〉
「自分のクラスは安心して学習できると感
じますか。」で肯定的評価をした第３学年
以上の児童の割合

95％以上 95.0% 94.0% B 95.2% 100.2% A

・事前予告あり・事前予告なしの避難訓練
後のアンケートの実施

『移動の時，「おはしもて」はできたか。』「集合
場所に落ち着いてすばやく行けたか。」「集合場所
は知っているか。」

３項目で
１００％

ー 96.3% B 96.5% 96.5% B

・年２回（５月・１月）の体力テストを実
施し，握力の平均値を調べる。

１回目より
２回目の記
録が伸びた
児童が８
０％以上

ー ー ー 69.1% 86.4% C

＜子どもと向き合う時間＞
・以前に比べ，業務改善や業務の見直しが
進んでいると感じている教職員の割合

90%以上 97.1% 95.8% A 84.6% 94.0% B

＜効率的な働き方＞
・月の平均時間外勤務時間が，前年度の同
月より下回る割合

80% ー 42.8% D 30% 37.5% D

・校務DXをさらに進めることで会議の時間
短縮につなげ、放課後の個人の作業時間を
確保できるようにしていく。
・授業改善をはじめとし、教職員が安心し
て「やってみよう、やってみたい」と思え
ることができるよう、本校の実態を明らか
にすることや、イメージを共有すること、
教職員全員で関わって一人にしないことを
大切にしていく。
・今後はさらに日課の見直しを行い、放課
後の時間を創出することで、個別の指導準
備や教材研究に充てる体制を整えていく。
・早めの退校意識が高まってきたからこ
そ、会議や打合せの徹底的なスリム化・報
告・共有の非同期化を図る。

・学校の先生の働き方や地域への関わ
り方が変わってきていることを感じ
る。先生方には、スイッチの切り替え
やオンオフの仕方をバランスよく行っ
ていってほしい。それが職場の良い雰
囲気や個人のやる気につながってい
く。
・地域と学校が一緒に同じ目線で取り
組めるよう、地域行事をツールとして
どう利用していくのかを考えていきた
い。
・「子どもと向き合う時間が増えた」
の指標は教職員で定義を合わせておく
必要がある。

【体力の向上・安全】
・災害の危険を理解
し，安全な行動ができ
る。
・主体的に体を動か
し，体力を向上させ
る。

◎安全な行動や危険
を回避する行動の仕
方を学ぶ機会を設定

・新体力テストの課
題を解決するための
場づくり

・主体的に取り組む避
難訓練の実施
・握力向上への取組

健康
教育

〈避難訓練後のアンケート〉
・全体の96.3％は「火災」「土砂」「地震(1回目)」の値の
平均値である。3つの訓練の中でも「土砂」の避難訓練の
「集合場所を知っていましたか」の項目において，知って
いたと答えた児童の割合が86.6％と，ほかの値に比べ低
い。その理由としては，ほかの訓練の集合場所は全学年が
同じ校庭であるのに対して，土砂災害は学年や教室がある
階数によって，避難場所や避難の仕方が違っていること原
因であることが考えられる。その他の項目や訓練の値はほ
ぼ100％である。
・地震(2回目)の結果は，「おはしもてができた」94.9％，
「集合場所におちついてすばやくいけたか」98％，「集合
場所を知っていましたか」98％だった。これまでで初めて
の形式の予告なしの避難訓練だったが，どの数値も高い。
〈握力の平均値が向上した児童の割合〉
・6年生82.3％，５年生59.8％，４年生61.3％，３年生
75.2％，２年生69％，１年生67％，全体69.1％。
学年によって差が見られるが，目標値には届かなかった。
より継続性のあるイベントや運動習慣の定着が必要だと考
えられる。

・すべての訓練の3項目の値を100％に
していくために，避難訓練ごとの事前
指導をしっかり行う。または，生活
科・社会科等の教科も横断して学習し
ていきながら，防災「自助」の意識を
高めていく。
・新学年の4月当初にそれぞれの災害
の避難場所と経路を確認を行い，避難
訓練での確認が無くても全児童に避難
経路や避難場所を周知する。また，障
害物を置く等，予告なしの避難訓練を
より実践的にする。
・今年握力グリップを各クラスに配布
し，定期的な使用を促した。握力の平
均値が向上した児童の割合がを80％以
上にするために，来年度は，握力グ
リップの使用頻度を上げるイベントを
行う。また，「握力」と「全身の筋
力」と関係していることから，全身運
動やボール運動に親しむ機会も増や
す。

【風通しのよい職場づ
くり】
子どもと向き合う時間
を確保して，教育の質
の向上に努める。

◎子どもと向き合う
時間を確保するた
め，組織として業務
の効率化

・業務改善と見直しに
よる時間の確保

・早めに退校する日の
設定

総務

〈教職員アンケート〉
・子どもが主体的に家庭学習に取組むことを目的とし，毎週金曜
日に学校が設定する宿題をなくすことで，子どもの主体性も高ま
り，教職員も子どもたちとゆっくり話したり、遊んだりすること
ができ、子どもたちと向き合うことが増えた。職員同士の連携も
しやすくなっている。
・チャットやスプレッドシートを活用し、事務事業のデジタル
化、情報共有の効率化など、校務DXの推進により、校務の効率化
が図られている。
・平均時間外勤務時間は目標には達していないが、減少傾向にあ
る。今年度は廿日市市の指定事業を受け、組織的に授業改善に向
けた取組を進めている中でも、見通し・やりがいをもって業務を
進め、早めに退校しようとする意識が高まっている。
・行事の精選や会議・研修の精査を断行し、教職員の業務負担軽
減を推進した。
・月の平均時間外勤務時間について、前年度の同月を下回ったの
は、4・8・9月だけであり、目標には届かなかったが、平均時間
が45時間以上の教員は減少している。

・今年度の防災の取組は素晴らし
い。今後は防災士会に声をかけて
参加していけるようにしていくと
よいのではないか。防災に関わる
情報を収集して、今後の取組に生
かしていってもらいたい。
・防災の取組は地域の声で子ども
の意識や担任の気持ちが変わるこ
とを実感できた。今後も子ども自
身が自分の命を守る行動がとれる
ような指導を進めていってほし
い。
・避難訓練は，地域の防災士も一
緒に参加したい。
・コロナも関係して体力も下がっ
ているのではないか。
・全身の運動にも取り組んでいっ
てほしい。

〈向社会スキル〉
・児童同士が思いの行き違いが生じたり、人間関係作りに困ったりし
ている時、お互いの思いを伝える場を設定することを心掛けたことで
相手の気持ちを考えて行動する児童の割合が高まった。また、縦割り
班掃除など日常的に異学年交流に取り組むことで、相手の立場で考え
て行動することにつながったと考えられる。

〈居場所感〉
・「自分のクラスは安心して学習できる」と感じている児童の割合
は、中学年で92.1%高学年で96.1%で、高学年になるほど高くなってい
る。学年が上がるほど、相手の立場に立って考えたり、相手の良さを
認め合う経験を多く積み、友達に自分のことを分かってもらっている
と実感できる児童の割合が高くなっていると考えられる。

・引き続き、児童同士がお互いの思いを自分の言葉
で伝えられる場を大切にしていく。また、グループ
アプローチに全校で取り組み、他者への関わり方の
スキルを身に着けられるようにする。
・「自分は困っている友達を助ける自信がある」と
いう，能動的な向社会スキルを高める必要がある。
協力したり相手に思いやりをもって接したりするた
めに，異学年交流やSSTに取り組む。

・いじめの早期発見、早期解決に向け，組織での対
応に引き続き取り組み，児童が安心して過ごせる学
校づくりを目指す。
・教員からの肯定的な声かけや友達同士の肯定的な
声かけを継続し、互いが認め合える集団作りに取り
組む。

・SNSについては、保護者のモラルや知
識の低下によるところが大きいのでは
ないか。子どもは保護者の背中を見て
育つ。SNS教室には保護者自身が参加し
ていく必要があるのではないか。
・SNSに対しての学年のカリキュラムを
考えるきっかけにしていってほしい。
・挨拶を大切にしてほしい。
・お互いの気持ちを理解し合うことが
大切だと思う。

【豊かな心】

・向社会的行動を行
い，良好な人間関係を
築く力を身に付ける。

◎生徒指導の三機能
を意識した集団づく

り

・人と関わるよさを感
じる取組
・いじめ・不登校への
積極的な取組

・どの学級もICTを活用できている。廿
日市市学びのアンケートの結果は、学
年が上がるにつれて肯定的評価が下
がっていく傾向にあるが、特に６年生
は効果的な活用方法について厳しく捉
えているからこその結果であったので
はないか。今後、ICTの活用についてど
のようなレベルを求めていくのかを考
えていってほしい。
・指定事業を受けたことで苦手意識を
持っている教職員も使ってみようとい
う意欲につながり，教職員の意識向上
につながったのはとても良い。
・今後もICTの効果的な使い方について
今後も研修していってほしい。

生徒
指導

【確かな学力・学び続
ける力】

・課題の解決に向け
て，自ら考え，表現す
る力を身に付ける。

◎「主体的・対話的
で深い学び」を実現
する授業づくり

・「個別最適な学び」
と「協働的な学び」の
一体的な充実を図る授
業づくり

・ICTを活用した授業
づくり

教務

・引き続き、全児童が課題解決へ向けて意
欲的に取り組んでいけるよう、「主体的な
学び」の実現に向けて、単元開発、発問の
工夫など、授業改善に取り組んでいく。
・「個別最適な学び」と「協働的な学び」
の一体的な充実を図る授業づくりをより一
層充実していくために、ICTの活用や単元計
画の見直し、研修等も含め、検討してい
く。
・廿日市市教育委員会の「子どもが主役の
授業を推進していこう！事業」を受け，
１・２学期に取り組んできた積極的なICTの
活用の推進を今後も継続して取り組んでい
く。また、教科の特性や具体的な場面に応
じたICTの活用方法等についての研修を深
め、教員一人一人のスキルアップを図って
いく。

分掌
達成度
（10月）

達成度
(2月)

評価 結果と課題の分析

＜全国学力・学習状況調査児童質問紙＞
・課題の解決に向けて、自分で考え、自分から取り組む児
童の割合は目標を上回った。、相手にわかりやすく伝える
ために必要な情報は何かを判断し、表現することを意図
的・積極的に学習活動に取り入れてきた成果が現れたと考
える。
また、昨年度より取り組んでいるクリエイティブデーに関
する取組等を通して、児童が主体的に考え、学ぶというス
タイルが定着してきていると考えられる。
廿日市市学力定着状況調査の結果では，６学年中３学年が
全国平均を上回った。
＜ICTの効果的な活用＞
・結果としては目標値をやや下回った。実際にはほぼ毎日
活用している児童はもっと多い。授業改善や「子どもが主
役の授業を推進していこう！事業」の結果が表れてきてい
る。

令和７年度学校評価自己評価表（評価計画）

廿日市市立佐方小学校

評価計画 自己評価

改善方策
学校運営協議会
委員評価コメント目標達成のための

具体的方策
評価項目・指標 目標値

昨年度
数値

Ａ：100％以上 Ｂ：90％以上 Ｃ：80％以上 Ｄ：80％未満


